
議題１ 議題２ 議題３ 議題４

令和４年度経過観察指標に係る年次報告書（案）について 富士スバルラインの洞門整備に係る遺産影響評価書（案）について 令和５年度事業報告及び収支決算（見込）について 令和６年度事業計画（案）及び収支予算（案）について

1 富士吉田市長 ○

・通行料の徴収については、オーバーツーリズム対策
の一つとして評価できる。しかしながら、その金額や徴
収方法及び登山者数の設定など、遺産協議会におい
て何ら議論することなく、山梨県単独で議会議決を得
て実行するかたちで進めてしまっている。徴収した通行
料の用途においても、地元、関係者と議論、しっかりと
調整を図ると共に、協力金との整合性などについて、
本協議会において報告ではなく議論を交わすべきもの
と考え、遺産協議会から山梨県に対して事業の進め方
について要請していただくよう要望する。

山梨県に対して、しっかりと関係各所と調整をし、登山
者や来訪者、山小屋等、混乱を来さないように進めて
いただくよう要望する。

・他の世界遺産に係る会議等が対面で実施されているなかで、この富
士山世界文化遺産協議会も書面決議ではなく直接意見を交換できる
場として開催していただくことを強く要望する。
・富士山登山鉄道構想において、（第22回）学術委員会でアンケートの
詳細な結果報告が求められている。（山梨県）知事は富士吉田市で実
施したアンケートについて懐疑的なコメントを出しているが、富士吉田
市のアンケートは客観性を有するものと認識している。幅広く考えを拾
い上げるものであれば、学術委員会への報告にも本市のアンケート
データをあげていただくことを遺産協議会に要望する。

2 富士吉田市教育委員会教育長 ○
苔桃橋の箇所については、雪崩のリスクが非常に高い箇所であ
り、かねてよりその危険性が指摘されているもので、山梨県に対
してスピード感をもって事業を進めていただくことを要望する。

・他の世界遺産に係る会議等が対面で実施されているなかで、この富
士山世界文化遺産協議会も書面決議ではなく直接意見を交換できる
場として開催していただくことを強く要望する。

3 身延町長 ○

4 身延町教育委員会教育長 ○

5 西桂町長 ○

6 西桂町教育委員会教育長 ○

7 忍野村長 ○

8 忍野村教育委員会教育長 ○

9 山中湖村長 ○

10 山中湖村教育委員会教育長 ○

11 鳴沢村長 ○

12 鳴沢村教育委員会教育長 ○

13 富士河口湖町長 ○

14 富士河口湖町教育委員会教育長 ○

15 富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合長 ○

16 鳴沢・富士河口湖恩賜県有財産保護組合長 ○

1 静岡市長 ○

ｖ ・世界遺産登録10周年記念事業を、協議会や県、他市町と連携して実
施することができてよかった。静岡県では人気アニメとコラボレーション
したデジタルスタンプラリーを開催し、多くの参加者が構成資産を回っ
たと思われる。今後も機会があれば構成資産を回るデジタルスタンプ
ラリ-に開催協力したいと考えている。一方で、海外からの観光客や子
どもからは、アナログのスタンプのニーズが大きく、世界文化遺産地域
連携会議のスタンプ台紙が人気となっている。既存の世界遺産巡り等
のパンフレットにスタンプ欄を設け、各構成資産にスタンプを置くこと
で、パンフレットを手に取ってじっくり読み富士山の価値を理解してくだ
さる方、復数の構成資産を巡る方が増えるのではないかと考える。機
会があればご検討をお願いしたい。

2 沼津市長 ○

3 沼津市教育委員会教育長 ○

4 三島市長 ○

5 三島市教育委員会教育長 ○

6 富士宮市長 ○

7 富士宮市教育委員会教育長 ○

8 富士市長 ○

9 御殿場市長 ○

10 御殿場市教育委員会教育長 ○

11 裾野市長 ○

12 裾野市教育委員会教育長 ○

13 清水町長 ○

14 清水町教育委員会教育長 ○

15 長泉町長 ○

16 長泉町教育委員会教育長 ○

17 小山町長 ○

18 小山町教育委員会教育長 ○

1 環境省関東地方環境事務所長 ○
3月28日に富士山適正利用推進協議会で取りまとめるオーバーツーリ
ズム対策パッケージも踏まえ、今後、地域で連携してオーバーツーリズ
ム対策に一体的に取り組んでいく必要がある。

2 林野庁関東森林管理局長 ○

3 国交省富士砂防事務所長 ○
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